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願
文
と
は
、
諸
種
の
法
要
に
お
い
て
祈
願
の
意
趣
を
施
主
の
立
場
か
ら
申
し
述

べ
る
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
神
祠
修
善
や
供
養
塔
寺
ま
た
追
善
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
種
別
が
あ
る
が
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
は
、
旺
盛
な
社
会
的
需
要
に

支
え
ら
れ
て
廃
れ
る
こ
と
な
く
脈
々
と
書
き
継
が
れ
、
今
日
数
多
く
の
作
品
が
残

っ
て
い
る
。

そ
の
文
体
は
、
対
句
表
現
を
主
軸
と
す
る
漢
文
の
絣
儀
体
で
あ
り
、
仏
事
・
法

会
に
係
る
文
章
で
あ
り
な
が
ら
、
多
く
文
章
博
士
な
ど
儒
者
の
手
に
よ
っ
て
草
さ

れ
、
古
来
漢
詩
文
集
に
そ
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
願
文
の
言
語
的
構
造
の
特
徴
に
注
目
し
て
文
体
研
究
を
志
向
す
る
場
合
、

（注
1
)

如
何
な
る
視
点
が
有
効
で
あ
ろ
う
か
。
旧
稿
に
お
い
て
、
一
対
句
表
現
、
二
類

型
的
句
形
式
、
三
文
章
構
成
、
四
語
彙
等
の
視
点
を
提
示
し
、
四
に
つ
い
て
は
、

追
善
願
文
の
語
彙
を
記
録
的
表
現
を
担
当
す
る
語
彙
と
修
辞
的
表
現
を
担
当
す

る
そ
れ
と
に
大
別
し
、
後
者
の
担
う
象
徴
的
音
涯
祓
合
）
そ
れ
と
文
章
構
成
と
の
相

関
を
親
察
す
る
こ
と
で
文
体
を
解
明
せ
ん
と
試
み
た
。

一
、
は
じ
め
に

0
キ
ー
ワ
ー
ド
1
1
願
文
、
願
文
語
彙
、
語
彙
の
量
的
構
造
、
文
体
組
成
、

本
朝
文
粋
、
漢
語
、
大
野
の
法
則

願
文
語
彙
の
量
的
構
造
ー
文
体
組
成
の
究
明
に
向
け
て
ー

本
稿
は
、
こ
れ
を
承
け
て
そ
の
全
語
彙
の
量
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
文
体
組

成
の
究
明
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
文
体
組
成
論
と
し
て
の
語
彙
研
究

山
本
真
吾

西
田
直
敏
氏
は
、
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
を
展
開
す
る
中
で
、
文
体
基
調

（法
2
)

論
・
文
体
組
成
論
・
文
体
様
相
論
に
三
分
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
文
体
組
成
と

は
、
表
現
を
具
体
的
に
形
成
す
る
一
っ
―
つ
の
語
の
総
体
を
把
握
し
、
使
用
語
彙

の
量
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
分
析
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

願
文
の
文
章
を
形
成
す
る
語
の
総
体
を
こ
こ
で
は
「
願
文
語
彙
」
と
呼
称
す
る
。

こ
の
願
文
語
彙
の
量
的
構
造
を
把
握
し
、
語
彙
の
性
格
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り

願
文
の
文
体
組
成
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

従
来
、
一
作
品
の
語
彙
の
全
体
像
と
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
方
法

と
し
て
、
主
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
は
、

①
そ
の
作
品
に
使
用
さ
れ
た
全
語
数
を
把
握
す
る
た
め
の
異
な
り
語
数
と
延

ベ
語
数
の
調
査

翼
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
別
の
構
成
比
率
の
調
査

③
語
彙
を
構
成
す
る
各
語
の
使
用
度
数
、
及
び
そ
の
分
布
の
調
査

④
和
語
、
字
音
語
な
ど
語
の
出
自
別
構
成
比
の
調
査
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（注
3
)

と
い
っ
た
計
量
的
方
法
で
あ
っ
た
。

右
の
他
、
意
義
分
類
を
施
し
た
『
分
類
語
彙
表
』
等
に
基
づ
く
調
査
、
ま
た
、

（注
4
)

近
時
、
精
力
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
比
較
語
彙
論
の
方
法
な
ど
も
注
意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
計
量
的
方
法
に
拠
る
語
彙
研
究
は
、
古
典
に
限
ら
ず
文
学
作
品
を
対

象
と
し
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
研
究
成
果
に
対
す

る
文
学
研
究
者
の
評
価
は
そ
の
莫
大
な
作
業
に
費
や
さ
れ
た
労
力
に
賛
辞
を
表

し
つ
つ
も
、
総
じ
て
「
機
械
的
」
「
常
識
的
」
な
ど
と
評
さ
れ
る
如
く
に
必
ず
し

も
高
く
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

文
学
研
究
者
が
取
り
組
む
表
現
研
究
の
多
く
は
、
作
品
を
深
く
読
解
す
る
過
程

に
お
い
て
感
知
さ
れ
た
、
特
定
の
鍵
と
な
る
語
も
し
く
は
句
の
表
現
に
注
目
し
、

そ
の
用
法
を
詳
細
に
追
求
す
る
方
法
で
あ
る
。

小
論
の
筆
者
も
、
こ
れ
ま
で
、
語
彙
の
視
点
か
ら
、
漢
詩
文
集
に
収
録
さ
れ
た

文
学
作
品
た
る
願
文
の
文
体
分
析
を
行
う
に
際
し
て
は
、
分
析
対
象
と
す
る
願
文

を
精
読
す
る
中
で
、
強
く
文
体
印
象
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
る
特
定
の
語
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
が
担
う
象
徴
的
意
味
を
析
出
し
、
美
辞
麗
句
を
連
ね
た
絣
僅
文
に
お

（注

5
)

け
る
表
現
素
材
の
特
徴
を
認
め
る
方
法
を
採
用
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
特
定
の
語
に
注
目
す
る
方
法
で
問
題
と
な
る
の
は
、

そ
も
そ
も
そ
れ
が
当
該
作
品
の
文
体
印
象
に
強
く
影
響
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
と
い
っ
た
前
提
自
体
を
証
明
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。
多
く
は
研
究

者
の
主
観
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
も
し
こ
の
問
題

を
さ
し
あ
た
り
留
保
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
当
該
の
願
文
の
文
章

中
に
用
い
ら
れ
る
全
語
彙
の
中
で
如
何
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
が
不
明
の
ま

ま
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
特
徴
的
と
判
断
し
た
語
を
い
く
つ
取
り
上
げ
れ
ば
よ

い
か
、
ま
た
そ
の
分
析
を
い
く
ら
積
み
重
ね
れ
ば
文
体
が
記
述
で
き
る
の
か
と
い

っ
た
問
題
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
計
量
的
方
法
11
客
観
的
で
は
あ
る
が
常
識
的
、
キ

ー
ワ
ー
ド
に
注
目
す
る
方
法
1
1
本
質
的
で
は
あ
る
が
主
観
的
•
印
象
的
、
と
い
っ

た
双
方
に
存
す
る
短
所
、
方
法
的
問
題
の
溝
を
埋
め
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
採
用
し

て
き
た
後
者
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
分
析
を
こ
こ
で
も
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
、
い
っ
た
い
願
文
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
量
の
語
彙
が
用
い
ら
れ
て
、
ど
の

よ
う
な
品
詞
の
も
の
が
多
い
の
か
、
ま
た
和
語
と
漢
語
の
比
率
は
ど
う
で
あ
る
か
、

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
、
願
文
作
者
が
表
現
の
綾
に
工
夫
を
凝
ら
し
技
巧
を
重
ん
じ
た

も
の
と
し
て
注
目
し
て
き
た
漢
語
に
つ
い
て
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
語
の
使
用

度
数
が
高
い
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
か
等
に
つ
い
て
、

計
量
的
方
法
を
用
い
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

三
、
分
析
対
象
と
方
法

願
文
は
、
時
代
を
平
安
時
代
に
限
定
し
て
も
優
に
二
百
を
超
え
る
作
品
が
現
在

（注
6
)

知
ら
れ
て
お
り
、
な
お
将
来
も
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
右
の
よ
う
な
研

究
の
成
立
の
た
め
に
は
こ
の
す
べ
て
の
願
文
を
対
象
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
全
語

彙
索
引
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
の
未
だ
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
の
願
文
研
究
の
段
階
で
直
に
こ
れ
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、
平
安
時
代
の
願
文
語
彙
の
一
典
型
を
示
す
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し

て
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
士
二
「
願
文
上
」
に
所
収
の
願
文
十
二
篇
を
取
り
上
げ
、

こ
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
語
彙
を
対
象
と
し
て
調
査
を
進
め
る
こ
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と
と
し
た
。

『
本
朝
文
粋
』
は
、
藤
原
明
衡
が
編
纂
し
た
漢
詩
文
集
で
、
天
暦
年
間
を
中
心

に
平
安
初
期
か
ら
後
期
に
亙
る
二
百
年
間
を
通
じ
て
の
、
平
安
朝
漢
詩
文
集
の
代

表
的
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
に
模
範
文
例
と
し
て
採
択
さ
れ
た
願
文
は
、
願
文
語
彙

の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
行
う
に
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
本
朝
文
粋
』
の
古
写
本

に
は
訓
点
が
桐
密
に
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
日
本
漢
文
に
つ
い
て
し
ば
し

ば
困
難
で
あ
る
語
の
認
定
に
も
好
条
件
を
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は

久
遠
寺
本
を
採
用
し
、
そ
の
訓
点
に
従
っ
て
全
文
訓
み
下
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

語
を
認
定
し
た
。
久
遠
寺
本
は
最
明
寺
禅
門
北
条
時
頼
の
本
を
文
永
六

S
八
年

（
―
二
六
九

S
七
一
）
に
書
写
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
建
治
二
年
(
―
二
七
六
）
に

転
写
し
た
も
の
で
、
底
本
は
北
条
時
頼
が
清
原
教
隆
に
命
じ
て
加
点
さ
せ
た
も
の

（注
1
)

で
あ
る
と
い
う
。
も
と
よ
り
こ
の
久
遠
寺
本
に
よ
る
訓
読
が
平
安
時
代
の
そ
れ

と
は
距
離
の
あ
る
こ
と
は
認
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
『
本
朝
文
粋
』
を
精
確
に
書

写
読
解
し
、
平
安
時
代
以
来
の
博
士
家
の
学
問
を
継
承
す
る
人
物
の
加
点
に
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
他
に
か
か
る
好
条
件
を
具
有
す
る
写
本
が
得
ら
れ
な
い
現
在
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
従
う
こ
と
は
必
ず
し
も
不
適
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
本
朝
文
粋
』
に
は
、
こ
の
巻
第
十
三
「
願
文
上
」
に
神
祠
修
善
・
供
養
塔
寺
・

雑
修
善
の
願
文
が
、
巻
第
十
四
「
願
文
下
」
に
追
善
願
文
が
収
録
さ
れ
、
い
さ
さ

か
そ
の
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
、
巻
第
十
三
に
ひ
と
ま

ず
限
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
追
善
願
文
に
は
ま
た
別
の
性
格
を
認
め
る
べ
き
か
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
本
稿
で
得
ら
れ
た
願
文
語
彙

の
性
格
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
追
善
願
文
に
も
拡
げ
て
み
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う

で
あ
り
、
両
者
に
共
通
す
る
性
格
で
あ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
所
収
の
願
文
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

右
の
1
S
1
2
の
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
を
訓
み
下
し
、
こ
れ
を
願
文
語
彙
の
サ
ン
プ

ル
と
捉
え
て
総
語
彙
を
品
詞
別
に
数
え
た
。

四
、
品
詞
別
に
見
た
願
文
の
異
な
り
語
数
と
延
べ
語
数

江
匡
衡

祠
祠
修
善
]

ー
、
賽
菅
丞
相
廟
願
文
慶
保
胤

2
、
於
尾
張
国
熱
田
社
供
養
大
般
若
経
願
文

[
供
養
塔
寺
]

3
、
村
上
天
皇
供
養
雲
林
院
塔
願
文
江
納
言

4
、
為
左
大
臣
供
養
浄
妙
寺
願
文
江
匡
衡

5
、
供
養
同
寺
塔
願
文
江
匡
衡

6
、
為
盲
僧
真
救
供
養
率
天
婆
願
文
江
匡
衡

[
雑
修
善
]

7
、
朱
雀
院
被
修
御
八
講
願
文
江
納
言

8
、
朱
雀
院
平
賊
後
被
修
法
会
願
文
後
江
相
公

9
、
供
養
自
筆
法
華
経
願
文
前
中
書
王
'5

10
、
為
空
也
上
人
供
養
金
字
大
般
若
経
願
文
善
道
統

11
、
為
仁
康
上
人
修
五
時
講
願
文
江
匡
衡

12
、
為
裔
然
上
人
入
唐
時
為
母
修
善
願
文
慶
保
胤

以
下
に
、
右
の
諸
作
品
に
つ
い
て
、
汲
古
書
院
刊
行
の
影
印
に
拠
っ
て
訓
み
下

し
、
こ
れ
を
語
に
分
か
ち
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
計
量
的
操
作
を
加
え
る
こ
と
と

す
る
。
語
に
認
定
に
つ
い
て
も
、
看
過
し
が
た
い
複
雑
な
問
題
が
存
す
る
が
、
こ

（注
8
)

こ
で
は
概
ね
諸
先
学
の
認
定
基
準
に
準
拠
す
る
こ
と
と
し
た
。
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［表1] 本朝文糊穎文上所用語彙統計表

異なり語数 延べ語数 ー語当たりの平均使用度数

名詞（含代名詞） 1, 538 (71. 4%) 2, 413 (58. 9%) 1.6 

動詞 440 (20. 5%) 1, 068 (26. 1 %) 2.4 

形容詞 33(1. 5%) 102(2. 5%) 3.1 

形容動詞 24(1. 1 %) 31 (0. 8%) 1.3 

副詞 98(4. 6%) 342(8. 3%) 3.5 

接続詞 12(0. 6%) 40(1. 0%) 3.3 

感動詞 3(0. 1%) 17(0. 4%) 5.7 

連｛相司 6(0. 3%) 83(2. 0%) 13.8 

計 2, 154(100. 1 %) 4, 096 (100. 0%) 1.9 

［表2】 慈恩伝古点との比較（大野の法則）

本朝文粋願文上 慈恩伝古点

名詞 1, 538 (71. 4%) 8, 634 (73. 8%) 

動詞 440(20. 5%) 2, 183 (18. 7%) 

形容詞 33(1. 5%) 92(0. 8%) 

形容動詞 24(1. 1 %) 554 (4. 7%) 

その他 119(5. 6%) 231 (2. 0%) 

計 2, 154(100. 1 %) 11, 694(100. 0%) 
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し
か
も
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
は
こ
の
構
成
比
が
似
て
い
る
と
い
う
経
験
的
相

関
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

大
野
博
士
の
分
類
に
従
っ
て
、
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
と
そ
の
他

，
 

ー

（y

l

Y

 
1

0

 

x
l
x
 

n・

y

l

Y

 

c. 

x
ー

X

，
 

．．
 
，
 

そ
れ
ぞ
れ
Y‘

ー

y
、
Y
と
す
れ
ば
、
近
似
的
に
、

こ
れ
を
集
計
し
た
結
果
、
表
1
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
願
文
士
一
篇
の
総
語
彙
は
、
異
な
り
語
数
で
二
、
一
五
四
語
、

延
べ
語
数
に
し
て
四
、

0
九
六
と
な
る
。
因
み
に
一
篇
当
た
り
の
語
彙
量
は
、
平

均
し
て
異
な
り
語
数
で
一
八

0
語
、
延
べ
語
数
で
三
四
一
語
で
あ
る
。

異
な
り
語
数
に
つ
い
て
品
詞
別
に
見
る
と
、
名
詞
が
最
も
多
く
一
、
五
三
八
語

で
全
体
の
七
―
•
四
％
を
占
め
、
つ
い
で
動
詞
四
四0語
（
二
0
•
五
％
）
、
以

下
副
詞
九
八
語
（
四
・
六
％
）
、
形
容
詞
三
三
語
(
-
•
五
％
）
、
形
容
動
詞
(
-
.

-
%
）
、
接
続
詞
―
二
語
（
0
．
六
％
）
、
連
体
詞
六
語

(
0
・
三
％
）
、
感
動

詞
三
語
(
O
.
-
%
)
と
続
く
。

次
に
い
わ
ゆ
る
「
大
野
の
法
則
」
と
呼
称
さ
れ
る
品
詞
別
の
語
彙
構
成
の
割
合

と
作
品
ジ
ャ
ン
ル
と
の
相
関
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

（注9)

「大野の法則」とは、水谷静夫氏の説明に従えば、任意の対象表

現域（作品）甲・乙．丙の上の各語彙について、名詞の割合をそれぞ

れx、X、X、また（名詞以外の）しかるべき品詞的語類の割合を

異なり語数 延べ語数 平均度数

和語 716(33. 2%) 2, 118 (51. 7%) 3 

字音語 1, 438 (66. 8%) 1, 978 (48. 3%) 1.4 

計 2, 154 (100. 0%) 4, 096 (100. 0%) 1.9 

【表3】 和語と字音語の内訳

異なり語数 延べ語数 平均度数

名詞 1,294 1,740 1.3 

動詞（漢語サ変） 127 217 1.7 

形容動詞（ナリ活・タリ活） 13 (内タリ活；3) 15 (内タリ活；4) 1.2 

副詞 4 6 1.5 

計 1,438 1,978 1.4 

【表4】 字音語の品詞別内訳
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（
副
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞
・
連
体
詞
。
助
詞
・
助
動
詞
は
除
外
）
に
分
か
ち
、

算
定
し
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。

源
氏
物
語
を
は
じ
め
と
す
る
和
文
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
築
島
裕
博
士
が
こ
れ
と
比
較
さ
れ
た
慈
恩
伝
古
点
の
デ
ー
タ
と
併
せ
て
示

（注
I

O

)

し
て
み
た
。

大
野
「
第
八
表
」
の
グ
ラ
フ
に
当
て
嵌
め
て
み
る
と
、
表
の
外
の
逢
か
左
側
に

は
み
出
し
、
最
右
端
に
あ
る
源
氏
物
語
と
は
最
も
相
隔
た
っ
て
い
る
点
な
ど
、
や

は
り
訓
点
資
料
の
性
格
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
慈
恩
伝
古
点
も

源
氏
物
語
に
比
し
て
形
容
語
（
形
容
詞
・
形
容
動
詞
）
の
割
合
が
少
な
い
点
が
特

徴
的
で
あ
っ
た
が
、
願
文
は
こ
の
割
合
を
さ
ら
に
下
回
る
。

概
し
て
訓
点
資
料
に
は
和
文
に
比
し
て
多
く
の
字
音
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

文
体
組
成
の
一
特
徴
を
成
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
願
文
語
彙
に
お
け
る

和
語
と
字
音
語
の
比
率
を
も
と
め
て
み
る
。

字
音
語
と
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
語
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
安
置
す
」
「
講

説
す
」
「
感
す
」
の
如
き
漢
語
サ
変
動
詞
や
「
清
浄
な
り
」
ま
た
「
寂
寂
た
り
」

と
い
っ
た
漢
語
形
容
動
詞
（
ナ
リ
活
用
、
タ
リ
活
用
）
、
ま
た
「
微
微
に
」
の
よ

う
な
漢
語
副
詞
の
「
混
種
語
」
と
呼
称
さ
れ
る
も
の
も
字
音
語
に
含
め
、
和
語
と

の
比
較
を
行
う
。

表
3
に
拠
れ
ば
、
異
な
り
語
数
に
し
て
字
音
語
は
、
和
語
の
七
一
六
語
の
お
よ

そ
二
倍
の
一
、
四
三
八
語
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
延
べ
語
数
と
の
関
係

で
見
る
と
、
和
語
の
総
語
彙
量
の
方
が
字
音
語
を
上
回
り
、
平
均
使
用
度
数
に
し

五
、
願
文
語
彙
に
お
け
る
和
語
と
字
音
語
の
比
率

て
、
和
語3
に
対
し
て
、
字
音
語
は
一
•
四
と
そ
の
半
分
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
表
4
で
は
、
字
音
語
の
内
訳
を
見
て
み
た
。
漢
語
サ
変
動
詞
な
ど
他
に
比

し
て
、
圧
倒
的
に
名
詞
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
異
な
り
語
数
一
、
二
九
四
語
、

延
べ
に
し
て
一
、
七
四
0
語
で
あ
り
、
全
体
の
九
割
に
も
の
ぼ
る
。

右
の
観
測
に
よ
っ
て
、
願
文
語
彙
に
お
け
る
字
音
語
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、

質
の
み
な
ら
ず
量
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
字
音
語
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
使
用
度
数
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
そ
の
分
布

を
見
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。

字
音
語
の
総
語
彙
数
は
、
異
な
り
語
数
で
一
、
四
三
八
語
、
延
べ
語
数
に
し
て

一
、
九
七
八
語
を
数
え
る
の
で
あ
る
が
、
ど
の
願
文
に
も
頻
用
さ
れ
る
と
い
っ
た

い
わ
ゆ
る
基
幹
語
彙
と
認
む
べ
き
よ
う
な
字
音
語
は
無
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
使
用
度
数
11
以
上
の
語
は
極
め
て
少
数
で
あ
っ
て
、
異
な
り
語

数
で
七
、
延
べ
語
数
で
も
一0
五
を
数
え
る
に
と
ど
ま
り
、
全
体
の0
•
五
％
で

し
か
な
い
。
高
使
用
度
数
の
基
準
を
ど
こ
に
置
く
か
は
そ
れ
自
体
問
題
で
あ
る
が
、

仮
に
使
用
度
数
4
以
上
（
こ
れ
で
も
十
二
篇
中
に
四
回
使
用
を
数
え
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
三
篇
中
に
一
度
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
）
と
し
て
も
、
異
な
り
語
数
で
五

三
語
、
延
べ
語
数
で
三
四
二
語
で
あ
っ
て
、
異
な
り
語
数
に
し
て
三
・
七
％
（
延

べ
で
は
一
七
・
三
％
）
と
僅
か
で
あ
る
。

今
、
こ
の
五
三
語
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
る
か
を
考
察
す

る
た
め
に
、
ま
ず
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
語
彙
と
比
較

し
、
共
通
す
る
度
合
い
を
調
べ
た
。
さ
ら
に
、
参
考
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
和
漢
混

滑
文
の
代
表
と
さ
れ
本
朝
文
粋
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
る
平
家
物
語
及
び
今
昔

六
、
願
文
語
彙
に
お
け
る
字
音
語
及
び
和
語
の
性
格
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物
語
集
を
取
り
上
げ
、
ま
た
色
葉
字
類
抄
と
の
一
致
・
不
一
致
の
状
況
も
調
査
し

て
み
た
。
こ
の
表
6
に
よ
り
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
本
朝
文
粋

以
下
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
と
共
通
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
願
文
特
有

と
認
む
べ
き
特
殊
な
字
音
語
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

大
部
分
の
字
音
語
は
、
『
本
朝
文
粋
』
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
認
め
ら
れ
、
い

わ
ゆ
る
和
漢
混
滑
文
の
説
話
や
軍
記
物
語
に
も
普
通
に
使
用
さ
れ
る
も
の
が
大

部
分
で
あ
る
。

少
数
な
が
ら
、
特
徴
的
な
字
音
語
と
し
て
は
、
『
本
朝
文
粋
』
の
他
の
ジ
ャ
ン

ル
に
は
見
え
ず
、
追
善
願
文
を
含
む
願
文
に
し
か
見
え
な
い
語
（
表
6
◎
印
）
と

し
て
、
名
詞
で
は
「
仏
子
」
、
「
願
文
」
（
但
し
1
例
を
除
い
て
標
題
に
使
用
）
、

「
奇
然
」
、
「
地
祇
」
、
「
過
去
」
、
「
造
塔
」
、
「
智
恵
」
、
「
妙
覚
」
、
サ

変
動
詞
で
は
「
図
す
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
少
し
枠
を
拡
げ
て
大
部
分
が
願
文

に
集
中
し
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
は
言
っ
て
も
呪
願
文
、
諷
誦
文
、
表
白
な
ど
の
仏

事
に
関
す
る
文
章
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
も
の
（
表
6
△
印
）
と
し
て
は
、
さ
ら

に
「
敬
白
」
、
「
釈
迦
」
、
「
三
宝
」
、
「
文
殊
」
、
「
四
恩
」
、
「
供
養
す
」

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
「
裔
然
」
、
「
釈
迦
」
、
「
文
殊
」

の
如
き
固
有
名
詞
、
ま
た
標
題
や
冒
頭
末
尾
の
常
套
句
に
使
用
の
「
願
文
」
、
「
敬

白
」
を
除
け
ば
、
一

0
語
程
度
で
し
か
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
字
音
語
も
大

抵
今
昔
物
語
集
や
平
｛
黍
物
語
な
ど
の
作
品
に
も
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
願

文
特
有
語
」
な
ど
と
認
め
る
こ
と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
上

（法
l
l
)
-

記
の
語
は
、
原
則
と
し
て
旧
稿
に
お
け
る
「
記
録
的
意
味
」
を
専
ら
担
当
す
る

も
の
で
あ
り
、
美
的
・
修
辞
的
表
現
を
形
成
し
「
象
徴
的
意
味
」
を
担
う
語
群
で

は
な
い
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

つ
ま
り
は
、
総
じ
て
こ
う
い
っ
た
使
用
度
数
の
比
較
的
高
い
字
音
語
は
、
願
文

に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の
漢
詩
文
や
説
話
・
軍
記
物
な
ど
に
も
共
通
し
て

常
用
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
と
同
時
に
象
徴
的
音
涯
劣
J

重
ね
て
願
文
の
文
体
印

象
を
強
く
発
揮
す
る
語
群
で
は
無
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
考
察
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
願
文
の
中
に
あ
っ
て
美

的
・
修
辞
的
表
現
に
参
与
し
象
徴
的
意
味
を
担
っ
て
特
徴
的
に
用
い
ら
れ
た
語
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
語
は
い
ず
れ
も
願
文
に
あ
っ
て
必
ず
し
も
頻
用
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
使
用
度
数
1
乃
至
2
程
度
の
も
の
に
偏
る
と
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
常
用
性
は
低
い
も
の
の
そ
れ
だ
け
に
文
章
の
中
に
玉
と
光
り
そ

の
文
体
印
象
を
際
だ
た
せ
る
こ
と
に
結
果
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
で
あ

る。
第
二
に
気
づ
か
れ
る
の
は
、
内
容
か
ら
じ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
仏
教
語

の
多
い
こ
と
は
や
は
り
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
多
く
慣
習
的
に
仏
教
語
は
呉
音
で
読
ま
れ
、
従
っ
て
、
久

遠
寺
本
『
本
朝
文
粋
』
古
点
の
合
符
は
、
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
音
・
訓
の
違
い
の

み
な
ら
ず
、
音
よ
み
の
場
合
で
も
、
漢
音
（
中
央
）
、
呉
音
（
右
側
）
と
い
っ
た

や
や
特
殊
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
本
朝
文
粋
』
が
漢
詩
文
集
で
あ

り
な
が
ら
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
願
文
な
ど
の
仏
事
に
関
係
す
る
文
章
を
も

収
め
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
合
符
の
位
置
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
漢
音
・
呉
音
の
区
別
に
拠
っ

て
、
そ
の
比
率
を
算
出
し
て
み
た
。

0
 !!12) 

但
し
、
先
学
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
合
符
が
厳
密
に
漢
音
・
呉

音
を
弁
別
で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
や
や
不
正
確
な
部
分
も
存
す
る
よ
う
で

あ
り
、
声
点
や
仮
名
音
注
と
合
符
の
位
置
に
よ
り
示
さ
れ
る
漢
・
呉
の
区
別
と
が
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使用度数

11-(22) 

10 

， 
8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

計

【表5] 字音語の使用度数の分布

異なり語数 延べ語数

7 105 

1 10 

2 18 

2 16 

2 14 

6 36 

11 55 

22 88 

45 135 

161 322 

1,179 1,179 

1,438 1,978 

【表7】 漢音よみと呉音よみの内訳

墜登占み

竺登占み

計

-8-

累計語数

105 

115 

133 

149 

163 

199 

254 

342 

477 

799 

1,978 

1,978 

596(44. 3%) 

750(55. 7%) 

1, 346(100. 0%) 
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佗用度数 凍語 品詞 ヽ且月又砕 半家物語 今音物語集色葉字類抄

')“•“ ) 敬日 名 △（祭392) u X X 

18 仏子 名 ◎ X 

゜
X 

17 弟千 名 〇（書188)

゜ ゜ ゜13 願文 名 ◎ 

゜ ゜
X 

12 供養す サ変動 〇（讃357)

゜ ゜
△ 

12 修す サ変動 〇（意67-1)

゜ ゜
△ 

11 衆生 名 〇（奏146)

゜ ゜
X 

10 功徳 名 〇（詩276)

゜ ゜
△ ， 願 名 〇（奏144)

゜ ゜
X ， 如来 名 〇（和348)

゜ ゜
X 

8 変す サ変動 〇（官63)

゜ ゜ ゜8 裔然 名 ◎ X 

゜
X 

7 地 名 〇（官63)

゜ ゜ ゜7 仏法 名 〇（奏147)

゜ ゜
△ 

6 期（ご）す サ変動 〇（対94)

゜ ゜ ゜6 功 名 0(対85)

゜
X 

゜6 釈迦 名 △（呪394)

゜ ゜
X 

6 善根 名 〇（詩310)

゜ ゜
X 

6 天 名 〇（賦15)

゜ ゜ ゜6 天神 名 0(和342)

゜ ゜
△ 

5 帰す サ変動 〇（表123)

゜ ゜ ゜5 図す サ変動 ◎ X 

゜
△（名）

5 一部 名 〇（序199)

゜ ゜
X 

5 経 名 〇（詩241)

゜ ゜ ゜5 三宅 名 △（諷430)

゜ ゜
X 

5 一昧 名 〇（詩276)

゜ ゜ ゜5 道場 名 〇（奏145)

゜ ゜ ゜5 地祇 名 ◎ 

゜ ゜
X 

5 法華経 名 〇（詩237)

゜ ゜
△ 

5 妙法 名 0(和349)

゜ ゜
X 

5 文殊 名 △（呪394)

゜ ゜
X 

4 屈す サ変動 〇（表130)

゜ ゜
X 

4 証明す サ変動 〇（書192) △（名）

゜
△ 

4 浴す サ変動 〇（奏161)

゜
X △（名）

4 礼す サ変動 △（廻399)

゜ ゜ ゜4' 一乗 名 〇（詩310)

゜ ゜
X 

4 香花 名 〇（詩311)

゜ ゜ ゜4 過去 名 ◎ 

゜ ゜
X 

4 期（ご） 名 〇（表130)

゜ ゜ ゜4 造塔 名 ◎ X X X 

4 四恩 名 △（奏148)

゜ ゜
X 

4 十月 名 〇（書187)

゜
X △ 

4 荘厳 名 〇（詩336)

゜ ゜
X 

4 朱雀院 名 〇（詩230) X 

゜
X 

4 多宝 名 〇（詩280) X 

゜
X 

4 智恵 名 ◎ 

゜ ゜ ゜4 天下 名 〇（詔44)

゜ ゜
X 

4 菩提 名 〇（詩276)

゜ ゜ ゜4 無辺 名 〇（雑42) X 

゜
X 

4 妙覚 名 ◎ X X X 

4 文（もん） 名 〇（奏146)

゜ ゜ ゜4 理（り） 名 〇（奏155)

゜ ゜
△（サ変）

（注）本朝文粋；◎願文（含追善願文）にのみ使用，，△仏事の文章に使用，、〇仏事以外の文章に使用c

平家物語・今昔物語集・色葉字類抄：0使用・登載。 X不使用・不登載。△使用されるも品詞や読み等が異なるもの。
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［表8] 和語（名餌 ）の高使用席数語 r寿9】和語（ 仇詞）の高使用度数語
和語（名詞・代名詞） 品詞 使用度数 和語（動詞） 使用度数

これ ~ 32 たてまつる 23 
ため l 25 う（得） 21 
こころ l 20 おもふ 20 
ところ ］ 19 あらず 19 
いま 16 いたる 15 
み（身） 14 きく（聴） 13 
もの 名 14 なす 12 
うち 名 13 あふ 11 
ひと（人） 名 12 みる 11 
ひ（日） 名 10 おこす 10 
われ 名 10 およぶ 9 
のち 名 ， たっ ， 
はは（母） l 

， むかふ ， 
なに（何）

,. 
8 しる 8 

とき l 8 す 8 
め（眼） コ 8 ひらく 8 
とし 名 7 まう＜ 8 
なにがし 名 7 いづ 7 
ほとけ ： 7 かへる 7 
くも（雲） 6 したがふ 7 
はな 6 つくる 7 
ひかり 6 てらす 7 
それ '.¥;; 5 とく（説） 7 
かぜ 名 5 のぶ（延・展） 7 
つゆ 呂 5 まうす 7 
ともがら 名 5 いふ（謂） 6 
はじめ 名 5 かく（書） 6 
ひとつ 5 かさぬ 6 
みづ コ 5 すすむ 6 
あき（秋） 4 とどむ 6 
うへ（卜） 4 ほどこす 6 
おもひ コ 4 うく（受） 5 ～ ～ 
かげ 4 かうぶる 5 あはす 4 
こと（事） l 4 きたる 5 あふぐ 4 
さき ］ 4 さる 5 いたす 4 
たより 名 4 しかり 5 いのる 4 
ちから 名 4 すつ 5 いる（入・節 4 
つき（月） 名 4 たづぬ 5 かざる 4 
っち 名 4 ったふ 5 けす 4 
てら 名 4 とぐ 5 たもっ 4 
なみだ 名 4 みつ（満） 5 たる（垂） 4 
ねがひ 名 4 もとむ 5 つく（就） 4 
ひとり 名 4 ？もよほす 5 よる 4 
やま 名 4 よす（寄） 5 わする 4 

あたふ 5 わたる 4 
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一
致
し
な
い
事
例
も
見
ら
れ
、
ま
た
漢
呉
混
読
語
な
ど
の
場
合
に
も
異
例
が

少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
双
方
の
大
ま
か
な
割
合
は
知

る
こ
と
が
で
き
、
甚
だ
し
い
誤
り
に
陥
る
こ
と
は
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

表
7
に
示
す
と
お
り
、
十
二
篇
に
つ
い
て
、
二
字
以
上
の
字
音
語
の
よ
み

を
合
符
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
箇
所
は
、
延
ベ
一
、
三
四
六
箇
所
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
漢
音
を
指
示
す
る
も
の
は
五
九
六
、
呉
音
を
指
示
す
る
も
の
は

七
五

0
で
あ
り
、
前
者
四
四
・
三
％
、
後
者
五
五
・
七
％
と
、
呉
音
の
方
が

1
0
 ％
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
。
柏
谷
嘉
弘
氏
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
拠
れ

l:¥t!l3) 

ま
、，＂ 

『
本
朝
文
粋
』
全
体
で
は
漢
音
よ
み
八
ニ
・
七
％
、
呉
音
よ
み
一
七
・

三
％
で
あ
り
、
願
文
の
文
章
中
に
い
か
に
呉
音
よ
み
の
語
の
比
重
が
高
い
か

は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。
も
と
よ
り
「
当
国
（
タ
ウ
ゴ
ク
）
」

や
「
今
日
（
コ
ン
ニ
チ
）
」
な
ど
の
よ
う
に
呉
音
よ
み
の
語
が
す
べ
て
仏
教

関
係
の
語
で
は
な
い
（
逆
に
「
金
輪
（
キ
ン
リ
ン
）
」
の
如
く
に
仏
教
語
で

あ
り
な
が
ら
漢
音
よ
み
の
も
の
も
あ
る
）
が
、
こ
れ
だ
け
願
文
の
呉
音
よ
み

の
語
の
比
率
が
高
い
こ
と
は
か
か
る
仏
教
法
要
の
内
容
、
作
成
目
的
と
無
関

係
で
は
な
か
ろ
う
。

*
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
 

同
様
に
し
て
、
和
語
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
使
用
度
数
の
高
い
も
の
を
掲

げ
て
み
る
。
割
合
の
極
端
に
小
さ
い
形
容
詞
・
形
象
動
詞
を
含
め
る
と
安
定

を
欠
く
の
で
、
名
詞
と
動
詞
に
限
っ
て
示
し
て
み
る
。

名
詞
（
代
名
詞
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
使
用
度
数
の
高
い
順
に
並
べ
て
み

た
の
が
、
表
8
で
あ
る
。
こ
れ
を
万
葉
集
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
徒
然
草

0
竺
4
)

四
作
品
に
共
通
す
る
語
彙
と
対
照
さ
せ
て
み
る
と
大
部
分
が
一
致
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。
四
四
語
中
四
作
品
共
通
語
彙
に
見
え
な
い
の
は
、
「
た
よ
り
」

「
ち
か
ら
」
「
な
に
が
し
」
「
と
も
が
ら
」
「
ね
が
ひ
」
「
ひ
か
り
」
位
で

あ
る
。ま
た
、
動
詞
に
つ
い
て
示
し
た
の
が
、
表
9
で
あ
る
。

こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
万
葉
集
以
下
の
四
作
品
に
共
通
の
語
彙
と
重
な
っ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
致
し
な
い
も
の
に
は
「
き
た
る
（
来
）
」
や
「
け

す
（
消
）
」
の
ご
と
き
訓
読
語
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
四
作
品
共
通
語
彙

に
さ
ら
に
慈
恩
伝
古
点
の
語
彙
を
含
め
て
み
る
と
、
「
あ
た
ふ
」
「
あ
ら
ず
」

「
い
た
す
」
「
い
た
る
」
「
お
よ
ぶ
」
「
か
う
ぶ
る
」
「
か
ざ
る
」
「
し
か

り
」
「
し
た
が
ふ
」
「
す
す
む
」
「
ひ
ら
く
」
「
っ
た
ふ
」
「
て
ら
す
」
「
と

ぐ
」
「
ほ
ど
こ
す
」
「
も
よ
ほ
す
」
の
諸
語
も
こ
と
ご
と
く
一
致
す
る
の
で

あ
る
。
因
み
に
、
名
詞
の
「
た
よ
り
」
以
下
の
六
語
も
、
「
な
に
が
し
」
を

（法
1

5

)

除
い
て
慈
恩
伝
に
は
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
要
す
る
に
、
願
文
語
彙
の
場
合
、
和
語
に
つ
い
て
も
比
較
的
高
い

使
用
度
数
を
示
す
も
の
に
そ
れ
特
有
と
い
っ
た
性
格
を
帯
び
た
も
の
は
認
め

が
た
い
の
で
あ
っ
て
、
字
音
語
に
つ
い
て
見
た
こ
と
は
や
は
り
和
語
に
つ
い

て
も
概
ね
当
て
嵌
ま
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

七
、
願
文
の
文
体
組
成
ー
今
，
後
の
課
題
ー
＇

本
稿
で
は
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
「
願
文
上
」
所
収
の
願
文
十
二
篇

を
標
本
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
全
語
彙
に
計
量
的

操
作
を
加
え
て
願
文
語
彙
の
性
格
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
採
用
し
た
方

法
自
体
は
決
し
て
斬
新
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
他
の
文
学
作
品
な
ど
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注
1

山
本
真
吾
「
『
本
朝
文
粋
』
所
収
追
善
願
文
に
お
け
る
人
名
語
彙
の
象

徴
的
意
味
に
つ
い
て
」
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』

7
、
平
成
8
.

6
)

。

山
本
真
吾
「
平
安
時
代
の
追
善
願
文
に
お
け
る
「
松
」
の
象
徴
的
意
味

に
つ
い
て
ー
文
章
構
成
と
の
関
わ
り
か
ら
ー
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研

究』

17
、
平
成
1
0
.
1
0
)
。

山
本
真
吾
「
表
白
・
願
文
の
用
語
選
択
ー
金
沢
文
庫
本
言
泉
集
の
記
述

を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

102
、
平
成

1
1
.
3
)
。

西
田
直
敏
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
（
昭
和
53
、
明
治
書
院
）

2
 

で
し
ば
し
ば
採
ら
れ
き
た
常
套
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
得
ら
れ
た

知
見
も
お
お
よ
そ
当
初
よ
り
予
見
で
き
た
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
て
そ
れ
を
具

体
的
に
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
願
文
に
用
い

ら
れ
る
す
べ
て
の
語
を
対
象
に
計
量
的
調
査
を
し
た
報
告
は
な
く
、
ま
た
最

初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
恣
意
的
、
主
観
的
に
「
特
徴
的
」
な
語
を
つ
ま
み
食

い
す
る
だ
け
で
は
、
語
彙
か
ら
見
た
願
文
の
文
体
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、

そ
の
文
体
組
成
を
究
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し
、
調
査

に
着
手
し
た
次
第
で
あ
る
。

今
後
、
標
本
と
し
た
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
「
願
文
上
」
の
み
な
ら
ず
、

巻
第
十
四
「
願
文
下
」
の
追
善
願
文
、
さ
ら
に
は
『
性
霊
集
』
、
『
菅
家
文

草
』
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
た
主
な
願
文
に
つ
い
て

同
様
の
調
査
を
行
い
、
所
論
の
補
正
に
努
め
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
を
通
時
的

に
観
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
願
文
に
お
け
る
語
彙
の
摂
取
・
影
響
と
い
っ
た

問
題
に
も
接
近
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

12 11 10 

，
 

8
 
7
 
6
 

5
 

4
 
3
 

（
昭
和

62
、

第
一
篇
総
論
第
二
章
平
家
物
語
の
文
体
研
究
ー
課
題
と
方
法
ー
。

注
2
文
献
第
二
篇
各
論
第
二
章
平
家
物
語
語
彙
の
性
格
。

浅
見
徹
「
古
代
の
語
彙
11
」
(
『
講
座
国
語
史
3

語
彙
史
』
第
三
章
、

昭
和

46
、
大
修
館
書
店
）
。

田
島
鏑
堂
『
比
較
語
彙
研
究
序
説
』
（
平
成
11
、
笠
間
書
院
）
。

注
1
文
献
。

渡
辺
秀
夫
『
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
（
平
成
3
、
勉
誠
社
）
第
四

篇
願
文
の
世
界
。

但
し
、
渡
辺
秀
夫
「
願
文
用
語
略
稿
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資

料
部
『
調
査
研
究
報
告
』

9
、
昭
和

6
3
.
3
)
は
願
文
語
彙
の
総
体
を

観
測
す
る
志
向
が
窺
え
貴
重
な
業
績
で
あ
る
。

山
本
真
吾
「
平
安
時
代
の
願
文
に
於
け
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
の

変
遷
に
つ
い
て
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

49
、
平
成
2
.
3
)

阿
部
隆
一
「
本
朝
文
粋
伝
本
考
ー
身
延
本
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
重

要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
解
題
、
昭
和
5
5
、
汲
古
書
院
）
。

大
野
晋
「
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
研
究
ー
日
本
の
古
典
文
学
作
品

に
於
け
る
ー
」
（
『
国
語
学
』
2
4
、
昭
和
3
1
.
3
)
0

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
昭
和

38
、

東
京
大
学
出
版
会
）
第
四
章
漢
文
訓
読
語
の
語
彙
。

水
谷
静
夫
「
大
野
の
語
彙
法
則
に
つ
い
て
」
（
『
計
量
国
語
学
』

35
、

昭
和
4
0
.
1
2
)
。

注
8
築
島
文
献
。

注
1
文
献
。

柏
谷
嘉
弘
『
日
本
漢
語
の
系
譜
ー
そ
の
摂
取
と
表
現
ー
』

東
苑
社
）
第
五
章
本
朝
文
粋
の
漢
語
。
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15 14 13 

[
や
ま
も
と

し
ん
1

山
本
秀
人
「
音
合
符
に
お
け
る
漢
音
、
呉
音
の
区
別
に
つ
い
て
ー
久
遠

寺
本
「
本
朝
文
粋
」
を
中
心
に
ー
」
（
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
三

十
一
回
研
究
発
表
、
『
国
語
学
』

148
及
び
同

154
参
照
）
。

注
11
柏
谷
文
献
。

注
8
大
野
文
献
。

こ
れ
も
枕
草
子
や
源
氏
物
語
、
宇
津
保
物
語
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、

特
殊
な
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

本
学
教
員
]
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